
倶知安町防火管理者連絡協議会のあゆみ



－8－

昭和４５年７月７日 札幌市定山渓章月グランドホテルにて同ホテル消防設備の

視察研修を実施。会長他２０名の会員が参加。さらに定山渓防火管理者協議会と

の交流研修を開催

昭和４５年

春の防火ポスター入賞式

当時は、防火管理者連絡協議会の

事業として入賞式を行っていた。



－9－

昭和４８年８月２９日 字山田「高木山荘」にて各部会合同研修を２５名の出席の

中開催。また、倶知安消防団第一分団ニセコ高原班とニセコ高原の自衛消防隊の合

同放水訓練の視察

昭和４８年７月３日

研修視察開催

江別市消防本部庁舎視察

江別火力発電所自衛消防隊及び消

防設備について研修視察行った。

参加者 １７名



－10－

昭和５１年４月２４日発刊

北海タイムスより

昭和５２年５月２日発刊

北海道新聞より

昭和５３年９月４日

設立１０周年記念式典開催

会場 ホテル第一会館



－11－

昭和５４年２月２２日発刊

北海道新聞より

防火管理打ち合せ会議の様子 出席者 ５３名

平常の防火管理体制、出火原因等問題点及び消防体制について真剣な討議がなされた。



－12－

昭和５６年４月２１日

定期総会

会場 ホテル第一会館

出席者 ３２名

昭和５５年４月３０日

防火管理者連絡協議会各部会合同研修開催

消防職団員不時訓練同日開催

昭和５４年９月１１日

留寿都防火協会合同視察研修開催 ニセコロッヂ藤井の消防設備等視察



－13－

昭和５７年９月１日

防火管理上級講習会開催

出席者 ５６名

消防署長講話 防火管理について

講習 消防法改正について

昭和５８年２月１０日 「防管だより」第１号発行

近年、倶知安町内において大型施設での火災続発、また、昭和５７年２月８日に日本

中を震撼させたホテルニュージャパン火災、死者３３名負傷者３４名発生したことにつ

いて、町内防火対象物における防火管理の重要性を再認識してもらうために、「防管だ

より」を発行した。

当時防火管理者連絡協議会会長 中井宏治氏より「防火管理者の責務と自覚」羊蹄山

ろく消防組合消防長 加藤定次郎氏より「防火管理者の責任の重大さに思う」寄稿を掲

載し防火管理と火災予防の啓発を促した。



－14－

昭和５９年１月２４日 防火管理者連絡協議会合同研修会開催

会場「ホテル羊蹄閣」

講話 最近のプロパンガス爆発事故について

昭和５９年９月１７日

研修視察開催

参加者 ２２名

研修先 北海道防災指導センター

研修内容 消防設備の取り扱い説明

防火管理についての講話

昭和６０年１月２８日

防火管理者連絡協議会研修会開催

会場「ロッヂ浦中」

出席者 ２８名

内容「防火管理業務の委託制度について」



－15－

昭和６１年６月２７日

研修視察開催

研修先 岩見沢市 札幌市

参加者 ２２名

研修内容

火災予防条例改正について

ホテル火災について

（熱川温泉ホテル大東館）

えぞふじ倶知安国体について

昭和６０年９月９日 研修視察開催

参加者 ２０名

研修先

江別市 王子製紙株式会社江別工場

江別防火管理者連絡協議会との懇談会

「防管」第１３号発行について

昭和６２年５月１７日付け 北海タイムス記事



－16－

会員３０名の参加をいただき函館市で開催されている「青函トンネル開通記念博

覧会 函館EXPO88」を訪れ大規模イベント会場の防火体制について担当者より説明

を受けた。また、津軽海峡を連絡船を利用し青森市へ向かい、宿泊先のホテルにお

いても防火管理者より消防設備の設置状況、防火避難体制について受講し最新の知

識を習得することができた。

昭和６３年７月１２日 研修視察開催

惜しくも昭和６４年１月７日、体調不良により加療静養中の昭

和天皇が御崩御され、翌１月８日から年号が「平成」となり新

たな時代の幕開けとなった。

昭和６２年１０月２９日 防火管理者上級講習会開催

ホテル第一会館を会場とし会員４４名が参加。研修内容は、防火管理につい

て、消防設備の維持点検・取扱いについてなど講習を受け防火管理者として

の知識向上を図った。


